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　　　ヤングワーカー養成育成研修あすはなカレッジ22001188開催中です  
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　横山順一先生の話を聞く参加者　�

　�

あすはなカレッジとは？�
　�
困難を抱える子どもたちの支援に必要な知識は
もちろんのこと、子どもたちにより近い目線で
寄り添い、自ら考え行動する若き担い手（ヤン
グワーカー）の育成を目的とした研修です。�
　NPO団体から大学教授、スクールソーシャ
ルワーカーから社会貢献を目指す企業の経営者
やファンドレーザーまで、幅広い分野のスペ
シャリストに講師陣として参加していただいて
います。�
　大学生が実行委員となり運営にも携わること
で、参加者と講師の方々の活発な意見交換も行
われています。�
　全5回のカレッジ、1月にはヤングワーカーによる成果発表があります。今後の子ど
もの支援においてどんなアイディアがでてくるか、今から楽しみです。�
�

講師陣の皆さんと講義後にパシャリ�

　 �
	


グループワークを行う様子�

学生の感想  

　「包括支援」と聞くと、どうしても高齢者の支援を想像していましたが、子ども
にも学校や地域やNNPPOOなどを巻き込んだ包括支援が必要、という話を聞いて目から
鱗でした。様々な分野の講師の方々の話を聞きながら学生と社会人が同じテーマで
話し合える環境がとても貴重で勉強になっています。　−山口県立大学44年女子  

　教科書や本で知識を得ることも勉強になりますが、やはり実際に取り組まれてる
方の話を聞くことで強い意志を近くで感じることができました。私は来年から子ど
もと関わる仕事に就く予定です。今回の講座をきっかけに、更に深めて学習してい
こうと思いました。−山口大学44年女子  
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明日花アルバム  

8月〜10月の明日花の活動です�

周南市から委託を受けて「子どもの貧困
問題に取り組む担い手づくり養成研修
（後期）」を実施中です。�

農家の方、調理ボランティアの方々から、秋
の味覚をたくさんいただいています。いつも
サポートありがとうございます。�

中学3年生限定の学習会を
行いました。受験まであと
もう一踏ん張り。�

さくらさく学習会となのはなクラブ合同
で、角島の海へ行ってきました。海に
行ったことのない子も多く、皆の笑顔が
キラキラと輝いていました。�

一人親支援のためのシングルカフェvol.3を
開催しました。今回のパソコン講座は
「Excel」。苦手意識を持つ人も多いExcel
を、楽しく学ぶことができました。�

さくらさく学習会でゆめ花
博へ行ってきました。受験
生は息抜きになったかな？�

なのはなハウスから歩いて
SLを見に行きました。大人
も子どもも大興奮。�



教えて!!	
 
 	
 

明日花サポーター！  
Flower  Factory  LITOFU様　�

　こども明日花プロジェクトの募金箱を置いてくださって
いるFlower  Factory  LITOFU様は、お花や鉢を扱い、洗
練されたアレンジを手がけるオシャレなお花屋さんです。
毎年クリスマスにはウタダガーデンクラフターズ様と共に、
子どもたちにクリスマスケーキとお菓子をプレゼントして
くださっています。店主の岩本奈津子さんに想いを聞きま
した。�

１．明日花に関わるきっかけは？    

　こども明日花プロジェクトの学習ボランティアに私の知り合いがいて、募金箱を置いてくれない
か、と頼まれました。詳しく活動の内容を聞き、山口にも貧困や様々な家庭の事情により困りごと
を抱えた子どもたちがいる、ということに驚きました。私も子育てをする身で、地域の子どもたち
のことは気になっていました。特別なことはできないけれど、募金箱であればお店に置くことはで
きる、と思い始めました。�
�
�22..    募金箱を置いて気づいたなどは？    

　�

33..  今後挑戦してみたいことなどはありますか？  

　毎年ウタダガーデンクラフターズさんと一緒に行っている学習会へのクリスマスプレゼントです
が、いつかお花を子どもたちにあげたいなぁ、という想いがあります。お花はお菓子と違って食べ
れませんし、子どもが喜ぶものではないかもしれません。しかしながら、子どもの頃に花に触れた
経験を大人になって思い出したり、またお花を家に持って帰りお母さんにあげることが、子どもに
とって良い体験になってくれれば、という気持ちがあります。今年チャレンジしてみようかな、と
考えています。�
�

　　　  

募金箱を置いてくださるお店や施設を募集しています！  

こども明日花プロジェクトでは、募金箱を置いてくださるお店や施設を募集しています。
また、子どもたちに寄り添う学習支援、調理、体験活動などのボランティアも随時募集
しています。皆様のご協力を心からお待ちしております。まずはお気軽にご連絡くださ
い。�

　常連のお客様で、必ず募金してくださる方が何人かいらっしゃいます。こちらから無理に募金を
呼びかけることは行っていませんが、そうやって何気なくサポートしてくださる方々が地域にい
らっしゃるということがありがたいです。白石地域にお店が移り、白石の子どもたちを地域で支え
ていくことができれば、と思うようになりました。�
�
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Flower Factory LITOFU
�
山口県山口市中央3-2-32  1F�

�
TEL:  083-902-9087�
�

OPEN  :10:00-18:30�
CLOSE:  日曜日&第1第3水曜日�



　　　  

　 �　NPO法人豊島子どもWAKUWAKUネットワーク理事長の栗林知絵子さんをお招きし、山口で子
どもたちが安心して利用できるこども食堂・地域食堂の普及を目指して、研修会を開催します。既
に始めている人、これから始めようとしている人、関心はあるけど．．．という人も含めて、一緒
に考え、子どもも大人も安心して集える場所を地域に広めましょう。詳しくは同封のチラシをご覧
ください。�

　　　こども明日花プロジェクトのマンスリーサポーター募集しています  

発行元�
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　こども明日花プロジェクトが子どもたちのサポートを継続的に行っていくために、皆様のサポー
トが必要です。マンスリーサポーターは月々1000円からのサポートがHPよりクレジットカードで
行えます。�

                          こども明日花プロジェクトのHHPP  
                                          aassuuhhaannaa..oorrggを開く  
  

  
　　　　　　　　　　のボタンをクリック  

  
  
「マンスリーサポーターになる」のページで金額を設定し  

「マンスリーサポーターに申し込む」をクリック  
  

  

                                                      完了！  

　　　子ども食堂が市内で新しく33カ所始まります  

　山口市ふるさと納税＋クラウドファンディ
ング「こども食堂プロジェクト」において、
目標額の20万円を達することができました。
ご協力いただいた皆様ありがとうございます。
こども明日花プロジェクトでは12月から市内
3箇所で月に1回のこども食堂を始めます。子
どもも、大人もみんな安心して集える地域食
堂を目指しています。�
　運営や調理等ご協力いただけるボランティ
アさんを募集しています。お問い合わせは
070-7562-1187まで。�

「始めよう！こども食堂・地域食堂  研修会」を1111月2255日に開催します  

ここをクリック！�

寄付する	


子供の未来応援基金の支援を受け実施しています	



